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ワワーーククシショョッッププのの主主旨旨・・内内容容：理論言語学において意味研究はかなりの多様性を見せてい

る。これは，欧米における Sinn und Bedeutung や Semantics and Linguistic Theory といった意味

論専門の学会の盛況ぶりや，意味論専門雑誌の Journal of Semantics や Natural Language 
Semantics 占める存在感にも反映されている。本シンポジウムでは，現在の意味研究で話題と

なっている現象をとりあげ，最前線で活躍している研究者たちに広く意味研究の意義につい

て語ってもらい，今後の関西言語学会において意味に関連する研究が活性化することを狙っ

たものである。 
シンポジウムは，5 人の講師によって 4 つの発表が行われた。三木講師は言語哲学を専門と

し，荻原講師，水谷講師，今仁講師，中西講師は形式的なアプローチを用いた言語の意味研

究を進めている研究者であり，多くの聴衆を集めることができた。講演内容は以下の通りで

あった。 
荻原講師は主に日本語のテンスについて議論し，日本語の「〜前・〜後」に見られるテンス

の特徴は，Anscombe (1964), Beaver & Condoravdi (2003) before/after に関する提案に組み込める

こと，Sharvit (2014) の「〜前」に関する提案は，過去形「〜た」が存在量化子の意味を持つ

という前提に基づいており，「〜後」の説明ができないことを指摘し，日本語のテンスは，変

項でも存在量化のどちらでもなく，QR できるような高階の関数であると主張した。この提案

は，Journal of Semantics より“Relative Tense without Existential Quantification and Before”という

タイトルで 2022 年 11 月に出版された。 
水谷講師・今仁講師は，日本語の数詞は Solt & Waldon (2019) による数詞に対する制約に従

い，存在文の否定には ¬ > ∃，∃ > ¬ のいずれの作用域も理論的にはありうるが，前者の作用

域の解釈の場合は数詞に対する制約の違反になり，後者の作用域の解釈の場合は前提集合の

存在が要求されるということを指摘した。そこで，∃ > ¬ 作用域の解釈の際に要求される前提

集合は，空間的存在文の解釈とは矛盾しないが，限量的存在文の解釈と矛盾し，「も」を付与

した場合，その尺度前提によって数詞の制約に対する違反が回避され，¬ > ∃	の採用域での解
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概要 

多くの言語において，主語（S）が目的語（O）に先行する語順（SOV，SVO）が，目的語
が主語に先行する語順（OSV，OVS）に比べて理解しやすいことが知られている。この原因
に関して大別すると 2つの仮説が提案されてきた。ひとつは，O先行語順のほうが S先行語
順よりも（調査対象であった各言語において）統語構造が複雑であり，それを表象するため

に，より多くの認知的リソースを必要とするという仮説である（統語仮説）。もうひとつは，

意味役割に着目し，動作主先行型のほうが被動作主先行型より理解しやすいと説明する仮説

である（意味役割仮説）。 
これらの仮説の妥当性を検討するために，VOSを基本語順とし，SVO語順を派生させるこ

とが出来るカクチケル語及びセデック語を対象とした脳波実験を行った。実験の結果，統語

的に複雑な SVO のほうが，統語的に単純な VOS よりも負荷が大きいことが明らかとなり，
統語仮説が支持された。動作主先行型（SVO）のほうが被動作主先行型（VOS）より理解しに
くいため，意味役割仮説は支持されなかった (Yano et al. 2017; 2019)。 
この研究も含め先行研究で十分に考慮されていない要因として談話的影響がある。移動を

含む文は談話的に有標であるため，移動を動機づけるような適切な文脈が呈示されていなか

ったことが負荷の原因であるという第 3の可能性が考えられる（談話仮説）。これを検討する
ために日本語を対象として，語順（SOV／OSV）と文脈の種類（適切：目的語が旧情報／不適
切：目的語が新情報）を操作した脳波実験を行った。その結果，不適切な文脈で用いられた

OSV（北村さんを吉田さんが叱った）は SOVに比べて負荷が増大したが，適切な文脈で用い
られた OSVではそのような傾向は観察されなかった (Yano & Koizumi 2018)。この結果は談
話仮説を支持する。ただし，文脈操作の影響は実は談話処理に対してではなく，「Oが表層位
置で解釈され，filler-gap 依存関係の構築を行わずに済む」といった統語解析にあったという
解釈も残されている。これを排除するために，さらに容認度調査と脳波実験を行った。移動

（filler-gap 依存）の有無を調べる手がかりとして島の制約を用いた調査では，O が旧情報で
あっても新情報と同程度に違反が観察されたことから filler-gap依存の有無に関して文脈操作
による影響があるとは言えないことが明らかとなった (Yano 2019)。また，「北村さんにしか
青木さんが挨拶しなかった」というように Oに「シカ」を付け，元位置（または vP内）に義
務的に再構築されるように実験文を変更した上で脳波計測を行ったところ，適切な文脈があ

ると OSVの負荷が減衰するという結果が得られた。この結果から文脈操作によって文解析装
置が構築する統語構造が異なるという説明が出来ないことを示した (Yano & Koizumi 2021)。 
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